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（訂正）「持分法適用関連会社の異動（一部株式譲渡）および 

資金使途変更に関するお知らせ」の一部訂正について 

 

2023年２月６日に開示いたしました「持分法適用関連会社の異動（一部株式譲渡）およ

び資金使途変更に関するお知らせ」の記載内容に一部誤りがありましたので、下記のとお

り訂正いたします。なお、訂正箇所には、下線を付しております。 

 

記 

１．訂正の内容 

【訂正前】 

６．資金使途変更の内容 

変更の理由および内容は、「１．一部株式譲渡の理由」に記載の通り、抗 HIV抗体の

研究開発は、現在ＣＵＲＥＤ社が中心となり本開発を継続しておりますので、2020年

８月６日公表の当該開示書面において記載しております、④抗 HIV抗体の導出に向け

た非臨床・臨床試験の研究開発資金のための 350百万円（支出予定期間：2020年４月

～2023年３月）は、不要となりました。しかしながら、安定した財政状態や企業価値

の向上を目指すために、体外診断用医薬品や体外診断用医薬品原料の開発において、

350百万円程度必要（支出予定期間：2023年４月～2025年３月）となりますので、本

変更をおこなうことといたしました。 

【訂正後】 

６．資金使途変更の内容 

変更の理由および内容は、「１．一部株式譲渡の理由」に記載の通り、抗 HIV抗体の

研究開発は、現在ＣＵＲＥＤ社が中心となり本開発を継続しており、当社の研究開発

の役割も減少したことにより、2021年 12月 20日公表の当該開示書面において記載し

ております、⑥あらたな医薬品シーズの研究開発資金のための 550百万円（支出予定

期間：2020年 10月～2023年９月）は、一部不要となりました。しかしながら、安定

した財政状態や企業価値の向上を目指すために、体外診断用医薬品や体外診断用医薬

品原料の開発において、350百万円程度必要（支出予定期間：2023年４月～2025年３

月）となりますので、本変更をおこなうことといたしました。 

 

２．訂正の理由 

 誤記の訂正 

以上 
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